
教
職
員
の
勤
務
実
態
調

査
結
果
、
そ
の
分
析
、
今
後

の
対
応
、
改
善
方
針
に
つ
い

て
問
う
。

小中学校
教 職 員

２時間 分
３時間 分

教
育
部
長

本
年
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
て
小
中
学
校

５
校
で
調
査
を
実
施
し
た
。

現
在
、
最
終
的
な
ま
と
め
を

行
っ
て
お
り
、
学
校
や
議
会

に
も
近
々
公
表
す
る
。
調
査

結
果
概
要
は
、
勤
務
日
に
時

間
外
業
務
を
行
っ
た
教
員
は
、

小
学
校
で

・
３
％
、
平
均

時
間
は
２
時
間

分
、
中
学

校
は
、

％
、
平
均
時
間
は

３
時
間

分
。
休
日
の
時
間

外
勤
務
は
、
小
学
校
で

・

２
％
、
平
均
時
間
は
４
時
間

６
分
、
中
学
校
は
、

・
７

％
、
平
均
時
間
は
９
時
間

分
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で

も
、
実
効
性
の
あ
る
超
過
勤

務
軽
減
策
を
推
進
す
る
よ
う

指
導
し
て
い
る
。
今
後
、
市

と
し
て
、
補
助
員
、
支
援
員
、

実
習
助
手
等
々
も
含
め
て
、

学
校
現
場
と
十
分
協
議
し
、

必
要
な
措
置
を
し
て
い
き
た

い
。

府
営
水
道
３
浄
水
場

（
木
津
・
宇
治
・
乙
訓
系
）

の
接
続
で
、
来
年
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
が
予
想
さ
れ
る
。

市
長
は
ど
う
意
見
表
明
す
る

の
か
を
問
う
。

市
長

本
市
の
水
道
の
給

水
原
価
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
、
府
営
水
道
の
供
給

単
価
の
引
き
上
げ
の
な
い
よ

う
に
、
受
益
者
と
し
て
の
意

見
を
十
分
述
べ
て
い
き
た
い
。

緊
急
経
済
雇
用
対
策
と

し
て
、
住
宅
改
修
助
成
制
度

の
復
活
を
は
か
れ
。

経
済
環
境
部
長

現
時
点

で
本
制
度
の
復
活
は
考
え
て

い
な
い
。
た
だ
、
住
宅
耐
震

改
修
事
業
は
、
市
の
検
討
会

議
で
そ
の
必
要
性
に
つ
い
て

協
議
す
る
考
え
で
あ
る
。

税
務
共
同
化
に
つ
い
て
、

市
民
に
説
明
・
情
報
提
供
し
、

拙
速
な
参
加
を
す
る
な
。

市
民
部
長

地
方
税
機
構

が
発
足
す
る
ま
で
に
は
、
市

民
に
対
す
る
情
報
提
供
を
十

分
行
っ
て
い
く
。
一
律
に
強

徴
処
分
を
行
う
の
で
は
な
く
、

個
々
の
納
税
者
の
生
活
、
経

営
状
況
や
、
財
産
状
況
を
勘

案
し
、
税
義
務
の
履
行
を
前

提
に
、
納
税
猶
予
措
置
を
講

ず
る
等
、
実
態
に
応
じ
た
措

置
を
と
る
。

松
井
山
手

交
差
点

国
の
新
経
済
対
策
の
ス

ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

構
想
に
つ
い
て
国
庫
補
助
金

と
交
付
金
を
使
っ
て

学
校

に
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
の
設

置
を
。

校
庭
の
芝
生
化
を

図
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

教
育
部
長

太
陽
光
発

電
等
へ
の
転
換
は
必
要
と
認

識
し
て
い
る
が
、
ま
ず
は
耐

震
補
強
等
の
早
期
完
了
に
取

り
組
む
。

現
在
の
と
こ
ろ
、

芝
生
化
は
考
え
て
い
な
い
が
、

鳥
取
方
式
で
と
の
提
案
も
含

め
て
、
手
法
等
今
後
研
究
し

て
い
き
た
い
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長

年
度
策
定

に
向
け
、
今
年
度
は
ア
ン
ケ

ー
ト
等
の
基
礎
調
査
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
基
本
構
想

策
定
協
議
会
を
設
置
し
、
重

点
整
備
地
区
を
選
定
し
て
い

き
た
い
。

視
覚
障
が
い
者
に
対
す

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
し
て

松
井
山
手
駅
前
交
差
点
に
音

響
式
信
号
機
の
設
置
と
点
字

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
を
実

施
す
べ
き
。

市
役
所
窓
口

に
視
覚
障
が
い
者
用
活
字
文

書
読
み
上
げ
装
置
の
設
置
を
。

中
央
図
書
館
に
音
声
拡
大

読
書
機
を
設
置
し
、
情
報
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

田
辺
警
察
か
ら
視
覚
障
が

い
者
用
信
号
へ
の
変
更
は
可

能
と
の
回
答
が
あ
り
、
近
隣

と
の
調
整
を
経
て
、
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
改
修
整
備
も
合
わ
せ
、

信
号
機
の
変
更
を
し
た
い
。

保
健
福
祉
部
長

近
隣

自
治
体
の
事
例
や
対
象
者
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

教
育
部
長

今
後
、
点

字
図
書
の
充
実
や
音
声
拡
大

読
書
機
の
整
備
等
も
含
め
、

利
用
者
の
要
望
を
聞
い
て
い

き
た
い
。

南
部
地
域
へ
の

設
置
の
早
期
実
施
を
。

消
防
長

地
域
に
お
い
て

協
力
を
得
ら
れ
れ
ば
、

設
置
を
し
て
い
き
た
い
。

設
置
場
所
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
し
た
目

隠
し
シ
ー
ト
の
配
備
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

収
納
場
所
の
確
保
、
ス
ペ
ー

ス
等
考
慮
し
、
目
隠
し
シ
ー

ト
の
配
備
を
検
討
し
た
い
。

学
校
給
食
の
民
間
委
託

に
つ
い
て

民
間
委
託
の
目

的
は
何
か
再
度
問
う
。

教
育
部
長

民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
専
門
性
、
経
験
な
ど

活
用
。
ま
た
、
今
後
の
本
市

の
行
財
政
運
営
健
全
化
の
た

め
の
施
策
で
あ
る
。

民
間
の
調
理
員
は
、
雇

用
期
間
が
３
年
。
こ
れ
で
安

定
し
た
給
食
が
で
き
る
の
か
。

教
育
部
長

民
間
の
企
業

努
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
く
。

財
政
効
果
の
面
で
、
全

校
に
一
人
の
正
規
職
員
を
配

置
す
る
市
の
試
算
は
、
民
間

委
託
す
る
よ
り
コ
ス
ト
が
安

く
な
る
。
自
校
直
営
で
、
安

定
し
た
給
食
を
す
べ
き
。

教
育
部
長

安
定
し
た
業

務
を
行
う
に
は
、
定
数
配
置

の
３
分
の
２
が
必
要
。
そ
の

試
算
で
い
く
と
民
間
委
託
の

方
が
コ
ス
ト
は
低
い
。

市
民
と
の
議
論
、
意
見

交
換
の
場
を
広
げ
よ
。

教
育
部
長

７
月
末
を
メ

ド
に
委
託
校
の
選
定
を
含
む
、

実
施
計
画
を
策
定
す
る
予
定
。

そ
の
上
で
校
長
会
、

等
保
護
者
へ
の
説
明
を
行
う
。

本
年
度

男
女
共
同
参

画
条
例

制
定
に
向
け
、
何

を
特
徴
と
し
て
い
る
の
か
、

市
民
の
声
を
聴
く
場
は
。

市
民
部
長

男
女
共
同
参

画
推
進
懇
話
会
の
提
言
の
内

容
を
踏
ま
え
、
条
例
化
し
て

い
く
。
市
民
に
は
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

女
性
交
流
支
援
ル
ー
ム

は
、
来
室
者
が
少
な
い
。
市

民
参
加
型
の
女
性
セ
ン
タ
ー

を
早
期
に
設
置
す
べ
き
。

市
民
部
長

市
の
公
共
施

設
整
備
の
進
捗
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。

広
島
市
長
ら
が
主
催
し

て
い
る

平
和
市
長
会
議

に
京
田
辺
市
長
も
参
加
を
。

ま
た
、
小
、
中
学
生
の
広
島

長
崎
派
遣
事
業
の
復
活
を
。

市
長

平
和
市
長
会
議

参
加
は
、
慎
重
に
考
え
る
。

総
務
部
長

派
遣
事
業
は
、

平
和
都
市
推
進
協
議
会
で
ご

議
論
い
た
だ
く
。

大
住
小
通
学
路
の
歩
道

橋
の
補
修
と
安
全
確
認
を
。

建
設
部
長

時
期
を
考
え

補
修
す
る
。

学
校
図
書
館
に
専
任
の

司
書
配
置
を
。

教
育
部
長

検
討
課
題
で

あ
る
。

ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
京
都

の
売
却
問
題
は
最
終
段
階
に

入
っ
た
。
多
く
の
市
民
の
強

い
要
望
が
あ
り
、
何
と
し
て

も
現
在
の
機
能
を
継
続
し
て

ほ
し
い
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長

９
月
３
日
の
入
札

に
む
け
て
事
務
手
続
き
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
の
機

能
が
存
続
で
き
る
よ
う
、
で

き
る
限
り
の
支
援
策
を
講
じ

る
。
今
後
の
推
移
を
十
分
注

意
し
て
い
き
た
い
。

近
鉄
興
戸
駅
西
側
の
防

賀
川
の
撤
去
後
の
整
備
に
つ

い
て
現
在
、

、
近
鉄
、

京
都
府
、
本
市
で
協
議
を
さ

れ
て
い
る
が
、
近
鉄
興
戸
駅

は
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ

どうしても
残してほしい

ン
パ
ス
、
同
志
社
女
子
大
学
、

同
志
社
国
際
中
・
高
等
学
校

の
最
寄
り
駅
で
あ
り
、
一
日

の
乗
降
客
は
１
万
５
０
０
０

人
を
超
え
て
い
る
。
開
発
、

整
備
の
協
議
に
は
、
地
元
区
、

自
治
会
、
ま
た
同
志
社
大
学

の
学
生
さ
ん
も
加
わ
っ
て
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

市
の
考
え
は
。

建
設
部
長

近
鉄
興
戸
駅

は
周
辺
住
民
の
方
々
の
通
勤
、

通
学
駅
で
あ
る
と
同
時
に
同

志
社
の
最
寄
り
駅
で
も
あ
り
、

そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
駅
前
の

整
備
基
本
計
画
を
策
定
し
た

い
。
整
備
予
定
面
積
は
約
８

９
０
０

あ
り
昨
年
度
は
、

京
都
府
、

、
近
鉄
、
同

志
社
等
で
連
絡
協
議
会
を
設

置
し
て
将
来
計
画
等
の
調
整

を
図
っ
て
き
た
。
今
年
度
は

市
民
参
画
等
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
方
式
を
取
り
入
れ
、

地
元
区
、
自
治
会
並
び
に
同

志
社
の
学
生
の
方
々
か
ら
の

意
見
を
伺
い
、
十
分
に
満
足

の
で
き
る
よ
う
な
計
画
を
策

定
し
た
い
。

本
市
の
消
防
団
は
消
防

本
部
の
常
備
消
防
を
補
う
と

い
う
重
要
な
役
割
を
持
っ
て

第
一
線
で
活
動
を
し
て
い
た

だ
き
、
ま
た
、
市
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
と
い
う
重
要

な
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
装
備
品
に
不
備
、

不
足
が
無
い
よ
う
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
が
市
の
考
え

は
。消

防
長

消
防
団
へ
の
貸

与
物
品
は
京
田
辺
市
消
防
団

員
被
服
等
貸
与
規
程
に
基
づ

い
て
い
る
。
防
火
帽
、
防
火

衣
は
本
年
度
か
ら
３
年
計
画

で
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

水

野

恭

子

議
員
（
共
産
党
）

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

小

林

喜
代
司

議
員
（
新
栄
会
）

櫻

井

立

志

議
員
（
公
明
党
）

超過勤務のため夜遅くまで
電灯が点く中学校職員室

給食調理室での
調理作業の様子（桃園小学校）

入札が予定されている
ウェルサンピア京都

音響式信号機の設置が望まれる
松井山手中央交差点

年（平成 年） 月 日


